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１ 整備候補地の評価 

 

 整備候補地については、以下の５つの候補地が検討候補に挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 老人福祉センター隣接地 

Ｂ グリンティ和束の隣接地 

Ｃ いきいき子ども館の隣接地 

Ｄ 海洋センターの敷地内 

Ｅ 町役場の隣接地 

 

 この候補地について、住民ワークショップでの意見や総合保健福祉施設整備検討ワーキ

ングチームなどからの意見等を踏まえ、総合保健福祉施設整備検討委員会として様々な視

点から検討を加えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 整備候補地の評価とプラン例 

町の各種計画 

との整合性 

利便性 

まちづくり 
施設の 

安全性 

事業の 

経済性 

評価の視点 
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その結果、「候補地Ｂ（グリンティ和束の隣接地）」と「候補地Ｅ（町役場の隣接地）」の

2 か所を優先的な候補地として抽出し、それぞれの評価を次のとおり行いました。 

 

 

【優先候補地に関する個別評価】（案） 

〔凡例：◎＝優 〇＝良 △＝可 ×＝否〕 

候 補 地 B グリンティ和束の隣接地 E 町役場の隣接地 

土地の利用状況 

運動公園等利用者の臨時駐車場 国保診療所・社会福祉センタ

ー・公用車駐車場・職員駐車場

等 

所 在 地 大字白栖 大字釜塚 

面   積 
約 2,500 ㎡（ガラスハウス敷地

を利用の場合 ＋約 2,300 ㎡） 

約 6,100 ㎡（３ブロック合計） 

（1）町の各種計画との整合性 

和束町総合計画 

・「茶源郷交流ゾーン」として、観

光のエントランスや茶源郷和束の

情報発信拠点として機能を高める

としている 

・「暮らしの交流ゾーン」とし

て、公共サービス、保健医療福

祉、教育の拠点としての機能を

高めるとしている 

 個別評価 〇 ◎ 

和束町地域防災計画 

・隣接する「グリンティ和束」が

避難所として指定されている 

・当該敷地内にある「社会福祉

センター」が避難所として指定

されている 

 個別評価 △ △ 

和束町景観計画 
・現時点では一般地区に指定され

ている 

・現時点では一般地区に指定さ

れている 

 個別評価 △ △ 

（2）利便性 

 利用のしやすさ 

・既成市街地から若干離れている 

・バス停からは若干離れている 

（但し、将来的にはバスルート 

変更の可能性はある） 

・車でのアクセスについては、特 

に問題はない 

・既成市街地内に位置している 

・バス停からの距離は近い 

・車でのアクセスについては、

特に問題はない 

 個別評価 〇 ◎ 

所在のわかりやすさ 
・内外に対し新たな周知が必要 ・既に場所が広く認知されてい

る 

 個別評価 △ ◎ 
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他の公共施設等への 

アクセスのしやすさ 

・庁舎への徒歩でのアクセスに時

間を要する 

（但し、各種ＩＴ機材の導入によ

り、距離の不便さは解消される

可能性はある） 

・庁舎、観光案内所、商工会、

和束交番等に隣接している 

 個別評価 △ ◎ 

利用者駐車場の確保 
・利用可能な駐車場が整備済 ・既存施設の除却により確保可

能 

 個別評価 ◎ 〇 

 （3）まちづくり 

周辺環境との調和 

・施設整備による新たな交通量の

増加は想定されるが騒音・振動等

の環境悪化の懸念は低い 

・周辺住宅の生活環境への配慮が

必要 

・現在の施設が立地している場

所ではあるが、施設機能の拡充

に伴う新たな交通量の増加が

想定され、車の処理・誘導等に

ついて考慮する必要はある 

・周辺住宅の生活環境への配慮

が必要 

・建物の高層化による茶畑景観

への影響を考慮する必要があ

る 

 個別評価 〇 〇 

地域活性化の可能性 

・お茶の駅構想エリアに立地し、

犬打峠トンネル開通後のまちづく

りの拠点となり得る可能性がある 

・中心市街地との関係性は現在

と変わらず、今後新たな仕組み

づくりなどにより活性化が図

れる可能性がある 

 個別評価 ◎ 〇 

 （4）施設の安全性 

洪水災害に対する安

全性 

・和束川浸水想定区域に指定され

ていない 

・和束川浸水想定区域（水深 1

ｍ～5ｍ未満）に指定されてい

る 

 個別評価 〇 × 

土砂災害に対する安

全性 

・土砂災害警戒区域に指定されて

いない 

・土砂災害警戒区域（イエロー

ゾーン）に指定されている 

 個別評価 〇 × 

活断層による地震災

害に対する安全性 

・震度６強の想定である 

・周辺道路に液状化危険度が大 

の箇所がある 

・震度６弱の想定である 

・周辺に液状化危険度が大の箇

所は無い 

 個別評価 △ △ 
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南海トラフ地震災害

に対する安全性 

・震度６弱の想定である 

・周辺に液状化危険度が大の箇所

は無い 

・震度６弱の想定である 

・周辺に液状化危険度が大の箇

所は無い 

 個別評価 △ △ 

 （5）事業の経済性 

道路・上下水道の整備

状況 

・府道からのアクセス道路につい

ては、現状道路では狭隘であり、 

新たな進入路整備が必要 

・上下水道については、近隣公共

施設まで整備済み 

・現状道路で対応は可能であ

るが、将来的には大型車の侵入

や頻度も多くなることが想定

され、一部改良についても検討

が必要である 

・上下水道については、既に整

備済み 

 

 個別評価 △ 〇 

建設用地の確保 
・町有地である ・町有地である 

 個別評価 ◎ ◎ 

施設の階数・構造等 

・ガラスハウス敷地を利用した場

合は平屋建ての建築が可能であ

る 

・浸水等に対応した施設づく

りが必要 

 個別評価 ◎ △ 

 

 

 

２ 整備候補地の決定 

 

 

 

 

※本委員会の議論を受けて記載予定 
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３ プラン例 

 

＜Ｂ－１ グリンティ和束の隣接地 （既存用地）＞ 

面積 

敷地面積 約２，５００㎡（航空写真からの概略測定：以下同じ）） 

建築面積 １Ｆ：１，１４０㎡  ２Ｆ：６８５㎡（１Ｆを最大とった場合：以下同じ） 

延床面積 １，８２５㎡（面積については、ブロック単位で算出しているため、厳密な

ものではなく、概ねこれくらいあれば敷地に収まるという目安：以下同じ） 

整備費 

建築本体 ７３，０００万円（※１） 

人工地盤 ０円（※２） 

合計 ７３，０００万円 

プランの特徴 

〇駐車場は既存のものがあり、共有もできる。 

〇現在の駐車場へは大型バスに対応した進入路が整備予定。 

〇和束茶カフェと合わせた利用も考えられる。 

〇基盤工事は済んでいるので、コスト的には抑えることができる。 

＜但し＞ 

〇敷地形状が長方形なので、造り方に制約がでてくる。 

〇周辺に住宅があるので、本来は平屋が望ましい。 

〇地震発生時には、最大で震度６強が想定されている。また、地震に伴い、

白栖橋周辺が液状化危険度・大となっている。（Ｂﾌﾟﾗﾝは共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：建物の建設費についは、ＲＣ単価で 40 万円／㎡で積算している。（以下同じ） 

※２：人工地盤によらない整備方法も考えられるが、ここでは人工地盤で整備する場合、建設

費は建物の半分 20万円/㎡で積算し、各種基礎工事費は見込んでいない。（以下同じ） 
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＜Ｂ－２ グリンティ和束の隣接地 （用地拡大）＞ 

面積 

敷地面積 約２，５００㎡＋約２，３００㎡＝４，８００㎡ 

建築面積 １Ｆ：１，９００㎡ 

延床面積 １，９００㎡ 

整備費 

建築本体 ７６，０００万円 

人工地盤 ０円 

合計 ７６，０００万円 

プランの特徴 

〇用地を拡大できれば、平屋建てで整備が可能。 

〇駐車場は既存のものがあり、共有もできる。 

〇臨時駐車場部分の基盤工事は済んでおり、コストは軽減される。 

〇現在の駐車場へは大型バスに対応した進入路が整備予定。 

〇和束茶カフェと合わせた利用も考えられる。 

＜但し＞ 

〇敷地形状がかぎ型なので、それに即したプランにならざるを得ない。 

〇専用の駐車場を考えると、ガラスハウスのところがつぶれる可能性あり。 

（※ 用地の拡大が隣接私有地の取得を含めて可能であれば、上記の制約は

なくなる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の用地拡大の候補

地 
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＜Ｅ－１ 町役場の隣接地 （国保診療所跡地）＞ 

面積 

敷地面積 約２，５００㎡ 

建築面積 １Ｆ（人工地盤） ２Ｆ：１，１３２㎡  ３Ｆ：６７２㎡ 

延床面積 １，８０４㎡ 

整備費 

建築本体 ７２，１６０万円 

人工地盤 ２２，６４０万円（１Ｆ部分に該当するところ） 

合計 ９４，８００万円 

プランの特徴 

〇各種関係機関が隣接していて、連携がとりやすい。 

〇敷地が方形で、建築プランの多様性が可能となる。 

〇府道木津信楽線のバス停からは比較的近い。 

＜但し＞ 

〇洪水浸水想定で「１～２ｍ」となっており、人工地盤が必要。 

（※最初から浸水を想定した施設づくりの考え方もある。以下同じ） 

〇浸水想定時には、駐車禁止等の措置も必要。（Ｅﾌﾟﾗﾝは共通） 

〇浸水を想定すると、屋上に電気系統や受水槽の設置が必要（Ｅﾌﾟﾗﾝは共通） 

〇地震発生時には、最大震度６弱が想定されている。（Ｅﾌﾟﾗﾝは共通） 

〇現状のアクセス道路では大型車両の進入に難がある。 

〇建設中は、別途国保診療所機能の確保が必要。 
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＜Ｅ－２ 町役場の隣接地 （社会福祉センター跡地）＞ 

面積 

敷地面積 約１，１００㎡ 

建築面積 １Ｆ：人工地盤  ２Ｆ：６９７㎡  ３・４Ｆ：５７５㎡ 

延床面積 １，８４７㎡ 

整備費 

建築本体 ７３，８８０万円 

人工地盤 １３，９４０万円 

合計 ８７，８２０万円 

プランの特徴 

〇各種関係機関が隣接していて、連携がとりやすい。 

〇役場と隣接しているため、施設的にも一体的な整備・利用が可能。 

＜但し＞ 

〇敷地が狭いため、建築物としては３層構造となる。 

〇洪水浸水想定で「２～３ｍ」となっており、人工地盤が必要。 

〇現状のアクセス道路では大型車両の進入に難がある。 

〇建設中は、別途社会福祉センター（社協）機能の確保が必要。 
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＜Ｅ－３ 町役場の隣接地 （職員駐車場等敷地）＞ 

面積 

敷地面積 約２，５００㎡ 

建築面積 １Ｆ：人工地盤  ２Ｆ：１，４５２㎡  ３Ｆ：４４８㎡ 

延床面積 １，９００㎡ 

整備費 

建築本体 ７６，０００万円 

人工地盤 ２９，０４０万円 

合計 １０５，０４０万円 

プランの特徴 

〇敷地としては最も広くとれる場所である。 

〇各種関係機関が隣接していて、連携がとりやすい。 

〇国保診療所や社会福祉センターは、建設工事中も継続利用が可能。 

〇整備後は、国保診療所や社会福祉センターに跡地が生じるので、連携した

活用も可能。 

＜但し＞ 

〇洪水浸水想定で駐車場奥の方では「３～５ｍ」の部分もあり、人工地盤が

必要。 

〇現状のアクセス道路では大型車両の進入に難がある。 

〇職員駐車場を別途確保する必要がある。 
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＜Ｅ－４ 町役場の隣接地 （社会福祉センター跡地＋職員駐車場等敷地）＞ 

面積 

敷地面積 約３，６００㎡ 

建築面積 １Ｆ：人工地盤  ２Ｆ：１，８５０㎡ 

延床面積 １，８５０㎡ 

整備費 

建築本体 ７４，０００万円 

人工地盤 ３７，０００万円 

合計 １１１，０００万円 

プランの特徴 

〇このプランは、３つのエリアのうち社会福祉センター跡地と職員駐車場等

敷地を組み合わせたものであるが、この組み合わせは複数考えられる。 

〇各種関係機関が隣接していて、連携がとりやすい。 

〇国保診療所は、建設工事中も継続利用が可能。 

〇整備後は、国保診療所の跡地が生じるので、連携した活用も可能。 

＜但し＞ 

〇洪水浸水想定で社会福祉センター跡地周辺は「２～３ｍ」、駐車場奥の方

では「３～５ｍ」の浸水が想定され、人工地盤が必要。 

〇現状のアクセス道路では大型車両の進入に難がある。 

〇建設中は、別途社会福祉センター（社協）機能の確保が必要。 
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１ 部門構成と主たる機能・規模 

 

 本施設の部門構成と主たる機能は、以下に示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇施設の諸室専有面積   ： 約 1,310 ㎡ 

  〇施設共有面積      ： 約 540 ㎡ 

  〇施設の総面積      ： 約 1.850 ㎡ 

 

 

 

 

 

ホール その他の交

流部門 

保健センター部門 国保診療所部門 

行政部門 社会福祉協議会部門 

・子育て世代包括支援

センター機能 

・健診・相談機能 

・サロン（社会福祉協

議会） 

・福祉行政機能 

・地域包括支援センタ

ー機能 

・情報発信機能 

・多目的ホ

ール 

・交流機能 

・情報発信

機能 

・会議・研

修 

・事務機能 

・在宅介護支援機能 

・ヘルパーステーショ

ン機能 

・診療機能 

・居宅介護支援機能 

約90㎡ 

約 160 ㎡ 約 200 ㎡ 

約350㎡ 約 270 ㎡ 

約 240 ㎡ 

交流部門 
約630㎡ 

Ⅱ 施設計画モデル 
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 施設や諸室の配置は、敷地の条件によって違ってきますが、標準的なモデルとしては、

以下のような幾つかのパターンが考えられます。また、これは１層を想定したものであり、 

２層、３層になることも想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜パターンＡ＞ 

＜パターンＢ＞ ＜パターンＣ＞ 
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部門 室名
部屋
数

面積 合計面積

● 診察及び相談室 2 9㎡ 18㎡ 内科・歯科

授乳室 1 9㎡ 9㎡

● 検診室 兼用ルーム

プレイルーム 1 45㎡

● サロンルーム

倉庫 1 9㎡ 9㎡

下足・踏込 1 5㎡ 5㎡

小　　計 86㎡

●
福祉行政機
能

事務室・書庫・
電算機室

1 118㎡ 118㎡

● ロッカー室 2 12㎡ 24㎡

倉庫 1 18㎡ 18㎡

●
情報発信機
能

小　　計 160㎡

● 事務機能 事務室 1 98㎡ 98㎡

● 相談室 1 15㎡ 15㎡

ロッカー室 2 9㎡ 18㎡

書庫 1 24㎡ 24㎡

ランドリー室 1 8㎡ 8㎡

シャワー室 1 16㎡ 16㎡

倉庫 1 23㎡ 23㎡

小　　計 202㎡

● 交流機能 会議・研修 2 15㎡ 30㎡

和室 2 23㎡ 46㎡

● 調理実習室 1 60㎡ 60㎡

交流カフェ

● 会議・研修 図書コーナー

ボランティアルーム 1 15㎡ 15㎡

倉庫 1 31㎡ 31㎡

小　　計 272㎡

● ステージ 1 24㎡ 24㎡

ホール 1 290㎡ 290㎡ 可動間仕切りで分割可

倉庫・バックヤード 1 20㎡ 20㎡

機械室 1 20㎡ 20㎡

小　　計 354㎡

機能 備考

90㎡

45㎡

可動間仕切りで1室の利用可

(通常は相談室）

供用設備

供用設備（浴槽１想定）

２室続き

（子育て支援）

サロン（社会
福祉協議会

）

検診・相談
機能

地域包括支
援機能

在宅介護支
援機能

ヘルパース
テーション
機能

交
流
部
門
 
2

社
会
福
祉
協
議
会
部
門

子育て世代
包括支援機
能

情報発信機
能

多目的ホー
ル

一体的に整備

●

諸室の規模想定

行
政
部
門

交
流
部
門
 
1

1 90㎡

男女別

（高齢者等対象）

保健センター・地域包
括支援センターを含む

男女別

在宅介護・ヘルパー含

保
健
セ
ン
タ
ー
部
門
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部門 室名
部屋
数

面積 合計面積

ホール・待合 15㎡

● 診療機能 事務室 15㎡

受付 20㎡ 会計・調剤室含む

● 居宅介護 相談室 6㎡ 居宅介護室含む

診察室 25㎡ 処置室含む

安静室 10㎡ 理学療法室含む

心電図室 10㎡ エコー室含む

X線室 10㎡

操作室 5㎡

内視鏡検査室 10㎡

ロッカー室 8㎡

看護師・休憩室 10㎡

消毒・滅菌室 10㎡ 洗濯・乾燥室含む

薬品庫 10㎡

カルテ庫 6㎡

所長室 10㎡

委託医控室 10㎡

トイレ 10㎡

トイレ(多目的) 10㎡

書庫 6㎡

倉庫 20㎡

小　　計 236㎡

合　　計 1,310㎡ 

階段・廊下・エレベーター

給湯室・トイレ

※ 機械室・ボンベ室・プロパン庫・電機室・防災倉庫　等含まず

国
保
診
療
所
部
門

1,850㎡ 

機能 備考

540㎡ 

総 合 計

共用面積
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２ 諸室の利用の仕方と活動イメージ 

 

 

 

＜交流カフェ・図書コーナーエリア＞ 

 〇お茶を飲みながら談笑できる交流カフェがあります。 

 〇図書コーナーでは、小さな子供から高齢者まで、本を読んだり雑誌を観たり気軽に過ごせる場

であるとともに、「和束茶」に関する図書も蔵書されたところです。 

＜調理実習室・和室エリア＞ 

 〇料理教室の開催や、交流カフェへのお茶サービスなども想定したものです。また、「子ども食

堂」的な展開も可能となります。 

 〇和室は、調理したものの飲食の他、趣味講座の開催や、会議・談話室的な活用も可能です。 

＜会議・研修室エリア＞ 

 〇当施設の各部門が共有する会議・研修室です。このスペースは５～６人の小会議の場で、人数

が多い場合は、交流部門-２のホールを間仕切りで会議室を準備することを想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流部門-１ ●交流機能 ●情報発信機能 ●会議・研修 

（272 ㎡） 
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＜大ホールとして使用する場合＞ 

 〇座席数は 240 席程度としています。 

 〇町全体のイベント等の開催時に利用します。 

＜分割して使用する場合＞ 

 〇間仕切りは、最大６分割が可能で、参考プランで示しているものは、中央に遮音帯を兼ねた通

路を設け、会議・研修室エリアと軽スポーツエリアの２つのゾーンに分割したタイプです。 

 〇会議室は、間仕切りの仕方によって中～大会議室として利用することが可能です。 

 〇軽スポーツエリアは、子どもから高齢者までが、自由に運動ができるスペースで、雨天時にも

遊びや軽スポーツを楽しむことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流部門-２ ●多目的ホール 

（354 ㎡） 
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＜診察・相談＞ 

 〇診察室は健康診断時（内科や歯科）に使うものとし、通常は相談室として使用します。 

＜授乳室＞ 

 〇乳幼児のための授乳室として独立した空間を確保します。 

＜多目的エリア＞ 

 〇乳児・幼児のプレイルームの場であり、保護者相互のコミュニティの場ともなります。 

 〇また、高齢者もサロン的な使い方ができる場として、小さい子どもと高齢者の触れ合いの場に

もなるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健センター部門 ●子育て世代包括支援機能 ●検診・相談機能 ●サロン(社会福祉協議会）

会） 

45 ㎡ 
9 ㎡ 9 ㎡ 

9 ㎡ 

（86 ㎡） 



 

18 

 

 

 

 

 〇国保診療所へは、一般の利用者とは別にアプローチできる動線とします。また、患者と職員の

動線も別ルートのアクセスとします。 

 〇居宅介護支援事業所の機能も併せもちますので、高齢者の介護支援のサービス拠点ともなりま

す。 

 〇病理等の検体は外部委託を前提にしたものとしています。 

 〇ストレッチャーの利用を考慮した動線の空間確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（利用者の玄関） 

（
職
員
の
玄
関
） 

国保診療所部門 ●診療機能 ●居宅介護機能 

（236 ㎡） 
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 〇町民の方の各種福祉に関する 

相談・指導を実践していく場 

となります。 

 〇また、在宅介護支援センター 

やホームヘルパーステーショ 

ンの機能も併せ持ちますので、 

高齢者や障がい者の相談・介 

護支援・訪問介護等のサービ 

ス拠点でもあります。 

 〇さらに、高齢者の社会参加（シ 

ルバー人材育成）についても 

相談・指導を担う場となりま 

す。 

 〇相談室はプライバシーに十分 

配慮したものとします。 

 〇洗濯やシャワー室（UB）は共有設備として利用します。 

 

 

 

 

 〇町の福祉行政を担う場ととも 

に、保健・医療・福祉に関す 

る各種情報発信の場でもあり 

ます。 

 〇また、地域包括支援センター 

の機能も併せ持ちますので、 

介護予防他、総合的な相談の 

窓口ともなります。 

 〇カウンターは、車いす対応に 

配慮した作りとし誰もが訪れ 

  やすいつくりとします。 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会部門 ●事務機能 ●在宅介護支援機能 ●ヘルパーステーション 

行政部門 ●福祉行政機能 ●地域包括支援機能 ●情報発信機能 

（202 ㎡） 

（160 ㎡） 


